
Ⅵ 付 録 

１ 事業の経過 

(１)富士市の保健事業の経過 

年度 内容 組織 

昭和

41 
・各種予防接種実施、乳幼児健康診査、胃・子宮がん検診 衛生課 

庶務係 
予防係 
保健衛生係 
防疫係 
母子保健センター 

44 ・公害ぜん息児調査活動実施 

45 ・妊娠健康診査、県事業として医師会委託開始 

46 
・富士市大気汚染に係る健康被害の救済に関する条例制定(公害認定患者家庭訪問開始) 

・母子健康推進員制度発足 

48 ・特定疾病患者治療助成費開始 

衛生課 

予防係 
保健衛生係 
公害保健係 

防疫係 
母子保健センター 

49 
・公害健康被害補償法の指定地域となる(指定地域外の市域を条例で救済) 

・３歳児健康診査定例化、２歳児健康診査実施 

50 ・転地療養事業開始(15 歳未満転地療養・15歳以上転地療養) 

51 

・子宮がん検診施設検診となる 

・公害健康被害補償法の指定地域拡大となる 

・痘そう定期接種の中止 

52 
・血圧検診、老人健康相談開始 

・風疹(中学生女子)接種開始 

53 

・母子健康相談室開設、１歳６か月児健康診査開始 

・厚生省国民健康づくり計画提唱 

・富士健康づくり推進委員協議会設置 

・麻疹接種開始 

・家庭療養指導事業開始 

・リハビリテーション事業開始(水泳訓練教室) 

保健衛生課 
環境衛生係 
予防係 

保健指導係 
公害保健係 
母子保健センター 

54 
・成人病健診意向調査実施 

・健康づくり推進指定地域事業開始(一地区一年) 

55 

・乳児発達検査導入 

・循環器検診開始 

・呼吸機能訓練教室開始 

・痘そうを定期接種対象疾患から削除 
健康課 

予防係 

保健指導係 

公害保健係 

母子保健センター 

56 

・市民健康意識調査実施 

・第１回健康展開催 

・在宅ねたきり老人実態調査実施 

57 

・老人保健法制定 

・小児神経発達検診導入  健康づくり推進員育成事業開始 

・ぜん息講演会開始 

58 
・乳幼児総合発達相談事業開始(県) 

・在宅ねたきり者訪問看護指導事業開始 

健康課 
予防係 
保健指導係 
公害保健係 
老人医療係 
母子保健センター 

59 

・健康診査対象者把握調査実施 

・機能回復訓練教室開始 

・第１回健康づくり推進員発表会実施 

・幼児発達検査導入 

健康課 

予防係 

保健指導係 

公害保健係 

老人医療係 

60 

・健康まつり開催(福祉まつり) 

・健康カレンダー作成全戸配布 

・子宮がん検診強化月間実施(集団検診車導入) 

・健康づくり推進指定地区(一地区二年となる) 

・(仮称)保健婦人センター建設構想検討会設置(生活環境部長以下関係課長１０名) 

61 

・(仮称)保健婦人センター建設委員会設置(助役以下関係部長７名) 

・(仮称)保健婦人センター建設基本計画(案)確定 

・(仮称)保健婦人センター建設設計委託 

・健康づくり推進委員設置要綱改正 

・むし歯予防教室 

・家庭看護教室開始 

62 

・乳幼児心理発達相談開始 

・健康診査受診強化地区事業開始 

・成人病基本検診(循環器検診廃止) 

・肺がん検診開始 

・大腸がん検診開始 
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年度 内容 組織 

63 

・保健婦人センター業務開始８月８日 

・保健婦人センター利用委員会発足 

・赤ちゃん手帳発行 

・乳幼児発達相談事業開始 

・肝疾患対策研究会発足 

・公害健康被害予防事業開始(転地療養事業・水泳訓練教室より以降) 

・４０才婦人セット検診実施 

・乳がん検診開始 

保健婦人センター 

庶務係 

成人保健係 

母子保健係 

公害保健係 

婦人消費者係 

平成 

元 

・保健婦人センターまつり開始 

・４０才総合健診開始 

・歯科保健研究会発足 

・大腸がん検診県費補助開始 

・静岡県健康づくり食生活推進協議会加入 

・ＭＭＲ接種開始 

・大気汚染公害認定研究会開始 

・看護学校建設準備会発足 

保健婦人センター 

庶務係 

成人保健係 

母子保健係 

公害保健係 

婦人消費者係 

2 

・３０才婦人がん健診開始 

・機能訓練事業田子浦荘開始 

・救急医療(外科)体制の再編検討 

・４・１０か月乳児健康診査県事業として医師会委託開始 

・「看護学校建設準備室」設置 

・「栄養士」設置 

3 

・思春期保健福祉体験学習開始 

・健康づくり推進員活動１０周年記念事業 

・センター婦人がん検診開始 

・寝たきり高齢者訪問歯科診療検討会 

・高齢者保健福祉処遇検討会 

・外科・耳鼻科一次救急医療業務の検討 

・「富士圏域保健医療計画」検討 

・「富士市地域福祉計画(保健健康づくり)」策定 

・肝疾患対策研究会終結 

4 

・肺がん検診全地区実施 

・寝たきり高齢者歯科保健医療事業開始 
・高齢者実態調査実施(寝たきり、痴呆) 
・在宅ケア推進検討会開始 

・｢富士市保健計画｣準備会開始 

5 

・組織改正(係の名称変更) 

・高齢者保健福祉計画の策定 

・「富士市保健計画」の策定(１年目) 

・５０才総合健診の開始 

・胃がん個別検診実施(４５才) 

・健康診査の電算化導入 

・ＭＭＲ接種中止 

・富士市健康づくり推進委員設置要綱廃止 

・富士市健康づくり推進協議会設置要綱の廃止(平成５年４月１日施行) 

保健婦人センター 

庶務係 

成人保健係 

母子保健係 

保健予防係 

婦人消費者係 

6 

・富士市保健計画の策定 

・機能訓練事業東部市民プラザ開始 

・三種混合予防接種個別開始(６か月～２歳) 

・予防接種及び結核予防の一次改正 

※インフルエンザ予防接種中止 

7 

・組織改正(センター名称変更) 

・「富士市保健計画」実施１年目 

・機能訓練事業鷹岡市民プラザ開始 

・風しん予防接種個別接種開始 

※１歳～３歳誕生 

※小学１年生・２年生で９０か月未満の児童 

・三種混合予防接種個別接種開始(６か月～９０か月未満) 

保健女性センター 

庶務係 

成人保健係 

母子保健係 

保健予防係 

女性施策推進室 

8 

・富士市訪問看護ステーション開設準備 

・Ｏ１５７対策本部設置 

・風しん予防接種中学２年生集団接種より個別接種開始 

9 

・日本脳炎予防接種集団接種より個別接種 

・訪問看護ステーション開設 

・母子保健法等の一部改正により妊婦・乳児及び３歳児の健康診査、妊産婦・新生児の訪問指

導事業が県から市へ権限移譲され実施 

・骨密度測定器の導入 

・富士市母子保健計画作成 

 

保健女性センター 

庶務係 

成人保健係 

母子保健係 

保健予防係 
訪問看護ステーション 

女性施策推進室 
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年度 内容 組織 

10 

・二種混合予防接種集団接種より個別接種へ 

・栄養コンピューターの導入 
・富士市児童育成計画策定 

保健女性センター 

庶務係 

成人保健係 

母子保健係 

保健予防係 
訪問看護ステーション 

女性施策推進室 

11 

・「富士市保健計画」最終年度 

・「富士市高齢者保健福祉計画」「介護保健事業計画」策定 

・１歳６か月児精密健康診査実施 

・脳いきいき教室(痴呆予防)元吉原公民館で開始 

12 
・３歳児健康診査に眼科健診導入 

・脳いきいき教室(痴呆予防)保健女性センターで開始 
保健女性センター 

管理担当 

成人保健担当 

母子保健担当 
訪問看護ステーション 

13 

・未就学時ぜん息キャンプ事業 

・健康ふじ 21計画策定 

・高齢者インフルエンザ接種開始(接種期間：11月 12 日～3月末日実施) 

14 

・富士市フィランセ落成式 

・組織改正(センター名称変更) 

・福祉相談室開設 

・健康づくり推進員活動２０周年記念事業 

・富士市高齢者保健福祉計画・介護保健計画事業計画の策定 

・肝炎ウイルス検診開始 

・歯周疾患検診開始 

・授乳室開設 

・富士市母子保健計画(第２期) 

・高齢者インフルエンザ接種期間変更(10 月～2月末日実施) 

保健福祉センター 

管理担当 

保健予防担当 

成人保健担当 

母子保健担当 
訪問看護ステーション 

相談担当 

15 

・健康ふじ 21アクションプラン策定 

・健康ふじ 21市民会議開催 

・国民健康保険医療費分析調査実施 

・健康診査推進に関するアンケート調査実施 

・健康ふじシンポルマーク策定 

・健康推進員制度創設 

・６か月児すくすく赤ちゃん講座の開始 

・ブックスタートふじ事業の開始(7月～) 

・富士市食生活推進員育成事業の開始及び富士市食生活推進会の発足 

・学童ツベルクリン反応検査及びＢＣＧ接種の廃止、９月末日で学童の風疹接種廃止 

・定期予防接種の市町間相互乗り入れ業務の開始 

・富士市難病患者リフレッシュ事業開始 

16 

・健康ふじ２１推進会議開催 

・健康ふじ２１アクションプラン実施計画「行政版」「関係機関・団体版」策定 

・健康ふじ２１シンボルマーク活用 

・簡易健康器具設置 

鷹岡・吉永公民館 

・富士市次世代育成支援計画策定  ・母子保健に関するニーズ調査の実施 

１歳６か月児・３歳児健康診査(吉永・鷹岡公民館で実施) 

・富士市アレルギー疾患予防事業開始、準備会の設置 

・乳がん検診推進検討会開催 

17 

・健康ふじ 21標語コンクール実施 

・富士市不妊治療費助成費事業開始 

・富士市アレルギー疾患予防検討会の開催 

・ツベルクリン反応検査廃止ＢＣＧの直接接種 

・がん予防強化事業検討会開催 

・簡易健康器具設置(フィランセ・田子浦公民館) 

・日本脳炎ワクチンの積極的勧奨の差し控え(5月 30日～) 

・日本脳炎ワクチン第３期の廃止(7/29～) 

・マンモグラフィ設置・乳がん検診開始(フィランセ) 

・４０歳・５０歳総合健診に「心の健康度評価票」を導入 

・高齢者インフルエンザ接種期間変更(10 月～1月末日実施) 

保健福祉センター 

管理相談担当 

保健医療担当 

健康対策担当 

保健予防担当 

成人保健担当 

母子保健担当 
訪問看護ステーション 
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年度 内容 組織 

18 

・組織改正(保健福祉センターから保健医療課、健康対策課の２課体制へ) 

・自動体外式除細動器(ＡＥＤ)８０台を７３公共施設へ配備 

・富士市医療行政庁内検討委員会開催 

・麻しん･風しん混合ワクチン予防接種[１才(4/1～)･年長児(6/2～))２回接種導入 

  ２歳～７歳６ヶ月の MR未接種者は行政措置接種で救済(3/31 まで) 

・高齢者インフルエンザの市町間相互乗り入れ業務の開始(10月～) 

・健康ふじ 21計画の中間評価実施 

・県の「うつ自殺予防対策モデル事業」の指定を受ける 

・がん予防強化事業検討会よりがんドッグ検診の導入、がん予防５か条の作成について提言を

受ける 

・勤労者健康対策協議会、ふじ職域健康リーダーの設置 

・思春期保健検討準備会開催 

・「アレルギー疾患ガイドブック基本編、食物アレルギー編」「食物アレルギー編概要版」「アレ

ルギー除去食証明書」の発行 

・フッ化物利用推進講座開始 

・保健総合情報システムの導入 

・基本健康診査に生活機能評価を加える  ・歯の衛生週間行事、歯科医師会との共催となる 

・アスベスト関連疾患検診検討会の開催 

・静岡県結核予防婦人会富士支部事務局が県から市へ移管、愛称「結核予防ふじ ふうの会」

として新体制となる 

保健福祉センター 

保健医療課 

管理担当 

医療予防担当 
訪問看護ステーション 

健康対策課 

健康政策担当 

健診担当 

成人保健担当 

母子保健担当 

19 

・富士市富士川町合併プロジェクト「健康管理システム」開始 

・富士市不妊治療費助成事業の改正 

所得制限の撤廃・一般及び特定治療を対象・助成期間を５年に延長 

・妊婦を対象にマタニティキーホルダーを配布 

・こんにちは赤ちゃん事業開始 

・ストレス相談開始 

・「アレルギー疾患ガイドブックアトピー性皮膚炎編、概要版」の発行 

・思春期保健検討会設置 

・４，５歳児への集団的フッ化物洗口法の開始 

・アスベスト関連疾患を含む検診の開始 

・がんドック検診検討会の開催 

・ふじ職域健康知得報の発行 

・富士市国民健康保険特定健康診査等実施計画策定 

保健福祉センター 
保健医療課 
管理担当 
医療予防担当 
訪問看護ステーション 

健康対策課 
健康政策担当 
健診担当 
成人保健担当 
母子保健担当 

20 

・保健医療課 本庁へ移設 

・妊婦健康診査 5回に改正 

・1歳 6か月児健康診査・3歳児健康診査にてフッ化物歯面塗付開始 

・臨床心理士による「おやこ相談」開始、１歳６か月児・３歳児健康診査に臨床心理士の配置 

・「アレルギー疾患ガイドブック喘息編、」乳児・小児・成人編の発行 

・思春期保健検討会による相談窓口「ほっとサポーターズ～ひとりで悩まないで」パンフレッ

ト・関係者向け教材集の発行 

・思春期保健講演会の実施 

・事業主健康相談、おでかけ健康相談(パチンコ店・大型店舗)の開始 

・地域産業保健意見交換会の開催 

・健康推進員による事業主健康案内の開始 

・従業員向けの健康チェックとして「けたがす」ポスターの発行 

・麻しん･風しん混合ワクチン予防接種(中学１年生・高校３年生相当)の開始 

・がんドック検診の開始(35 歳、40 歳、45 歳、50歳、55歳、60歳、65歳、71 歳 対象) 

・生活保護受給者等健診開始 

・「高齢者の医療の確保法」による特定健康診査・特定保健指導 

・「老人保健法」廃止「健康増進法」移行される。 

・保健医療課が本庁舎内に移設 

・富士市富士川町合併(11 月 1日) 

・富士市産婦人科医療施設整備助成金支給条例施行(7月) 

・富士市食育推進計画策定(3月) 

保健医療課 
保健総務担当 
訪問看護ステーション 

健康対策課 
健康政策担当 
健診担当 
成人保健担当 
母子保健担当 

保健福祉センター 
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年度 内容 組織 

21 

・組織改正(センター名称変更、ふじかわ保健センター機能開始) 

・妊婦健康診査 基本健査 14回、超音波検査 4回、血液検査 1回に改正 

・こどもインフルエンザ予防接種一部助成事業の開始(10 月 1日～) 

(満 1歳～高校 3年生相当の人) 

・新型インフルエンザ予防接種一部助成事業の実施(10月 1日～) 

(満 1歳～高校 3年生相当の人、高齢者、非課税世帯等の人) 

・女性特有のがん検診の実施(乳がん検診車の導入) 

(H21.4.1 現在で 20歳、25歳、30歳、35 歳、40歳、45歳、50 歳、55歳、60歳対象) 

・MRの行政措置接種の開始(MR未接種等の受け忘れの人) 

・乳児家庭全戸訪問事業、養育支援訪問事業の実施に伴う第 2種社会福祉事業の届出 

・富士市次世代育成支援(母子保健)に関するニーズ調査の実施 

・ピークフローメーター貸与事業の開始 

・歯科保健検討会開催 

・うつ自殺予防対策緊急強化事業開始(3年間) 

・地域・産業保健意見交換会実施 

保健医療課 
保健総務担当 
訪問看護ステーション 

食育推進担当 
健康対策課 
健康政策担当 
健診担当 
成人保健担当 
母子保健担当 
保健センター 
ふじかわ保健センター 

22 

・健康ふじ 21計画Ⅱ策定 

・住民歯科会議設置 

・思春期こころの相談開始(8月～) 

・「生徒のメンタルヘルスの実態及び学校教育現場におけるメンタルヘルス教育の実態調査」の

実施 

・Hib ワクチン接種一部助成事業の開始(6月 1日～)満２か月～５歳未満(1回 3,000 円助成) 

・高齢者肺炎球菌ワクチン接種事業の開始(6月 1日～)満 70 歳以上(1回 3,000 円助成) 

・小児用肺炎球菌ワクチン接種事業の開始(1月～)満２か月～５歳未満(1回 5,000 円助成) 

・子宮頸がん予防ワクチン接種事業の開始(1 月～)中 1～高 1(全額助成)高 2～高 3(1 回 10,000

円助成) 

・新型インフルエンザワクチン接種助成事業の実施(満１歳～高 3 相当の人、満 65 歳以上：非

課税世帯等の人)(予防接種法の人含む) 

・日本脳炎予防接種の一部再開(4月 1日～)満 3歳、４歳になる人への積極的勧奨 

              (8 月 27日～)第 2期日本脳炎ワクチン再開 

保健医療課 
保健総務担当 
訪問看護ステーション 

食育推進室 
健康対策課 
健康政策担当 
健診担当 
成人保健担当 
母子保健担当 
保健センター 
ふじかわ保健センター 

23 

・健康ふじ 21アクションプラン策定 

・がん検診推進事業の実施(女性特有のがん検診に大腸がん検診追加) 

(H23.4.1 現在で 40歳、45歳、50歳、55 歳、60歳対象) 

・肝炎ウイルス検査受診促進のため特定年齢の人に無料受診券発送 

  (H23.4.1 現在で 40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳対象) 

・Hib ワクチン接種事業の実施 満２か月～5歳未満(全額助成) 

・小児用肺炎球菌ワクチン接種事業の実施 満２か月～5歳未満(全額助成) 

・子宮頸がん予防ワクチン接種事業実施 中 1～高 2(全額助成)高 3～満 19 歳相当年齢(10,000

円助成) 

・日本脳炎予防接種の特例対象者への接種開始(5月 20 日～) 

・麻しん･風しん混合ワクチン予防接種第４期(高校 3 年生相当)に、修学旅行等で MR の接種を

必要とする高校 2年生相当の人を追加する。( ～3月 31日) 

・こころのゲートキーパー研修開始 

・こころとくらしの悩み無料相談会開始 

・3歳児健康診査にて眼科医による健診及び視能訓練士による視力検査追加 

・乳幼児健診等未受診者訪問の開始 

・健康づくり圏域活動事業開始 

・「事業所へ提供している保健サービス等の実態調査」実施 

・地域職域担当者会議の開始 

・富士川分館「健康ふじ 21コーナー」設置と保健師による健康相談日(毎月 21日)実施 

・「中学校における性教育の実態調査」の実施 

保健医療課 
保健総務担当 
訪問看護ステーション 

食育推進室 
健康対策課 
健康政策担当 
健診担当 
成人保健担当 
母子保健担当 
保健センター 
ふじかわ保健センター 

 

24 

・健康ふじ 21アクションプラン実施計画策定(年度別計画) 

・3歳児健康診査眼科健診においてオートレフラクトメーター(屈折検査機器)導入 

・心理士による乳幼児家庭訪問事業の開始 

・働く人の 3×3チャレンジ 開始 

・「ふじ職域健康リーダー設置事業所状況調査」実施 
・保健師による事業主訪問の開始 
・富士市産婦人科医療施設整備助成金支給条例 有効期限延長(～H31.3.31) 

・がん検診推進事業等のクーポン・受診券(乳がん、子宮がん、大腸がん、肝炎)を 4 月末にま

とめて発送 

・がん検診実施時期を 5月～2月まで延長 

・ポリオ生ワクチン接種を 8月まで追加、延長 

・ポリオ予防接種の生ワクチンから不活化ﾜｸﾁﾝへの切り替え(9月 1日～) 

・4種混合ワクチン接種の開始(11 月 1日～) 

・長期にわたり療養を必要とする疾病にかかった者等の定期接種の機会の確保(1月 30 日～) 

・富士市ＣＫＤ(慢性腎臓病)ネットワーク準備会の開催(9月～) 

・富士市国民健康保険第二期特定健康診査等実施計画策定 

・麻しん･風しん混合ワクチン予防接種(中学 1 年生・高校 3 年生相当)の接種経過措置終了

( ～3月 31日) 

保健医療課 
保健総務担当 
訪問看護ステーション 

食育推進室 
健康対策課 
健康政策担当 
健診担当 
成人保健担当 
母子保健担当 
保健センター 
ふじかわ保健センター 
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年度 内容 組織 

25 

・富士市ＣＫＤ(慢性腎臓病)ネットワーク事業開始 

・地域・産業保健意見交換会実施 

・働き盛り世代の健康状況の改善のため「産業のまち健康ふじプロジェクト」設置(1～3月) 

・勤労者健康対策協議会終了 

・静岡県結核予防婦人会富士支部「活動記念誌」発行 富士支部閉会 

・フィランセふじかわ分館閉館 

・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・子宮頸がんワクチンが定期接種化(４月１日～) 

・緊急風しん対策としておとなの風しんﾜｸﾁﾝ接種費用の一部助成を開始(6月１日～) 

・子宮頸がん予防ワクチンの積極的勧奨の差し控え(6月 14日～) 

・小児用肺炎球菌ワクチンの７価ワクチンから 13価ワクチンへ変更(11 月 1日～) 

・がんドック検診の定員枠をはずし、医療機関での受け入れ可能数に変更 

・がん検診推進事業に HPV検査が追加(H25.4.1 現在で 30歳、35歳、40歳の女性対象) 

・休日レディース検診(乳がん、子宮がん、結核・肺がん)の導入 

・福祉相談事業が社会福祉協議会委託となる(組織改正) 

・不妊治療費補助事業の限度額を10万円から 15万円に拡充 

・中学校と協働で思春期講座開始 

・富士市産婦人科医療施設整備助成金支給制度利用施設 2箇所開業 (4 月、5月) 

・看護師実務研修の開始 

・特定疾患患者及び小児慢性特定疾患患者療養扶助費の通院助成を終了し、受給者証又は受給

券の有効期間内 1回 10,000 円の一律支給を開始 (10 月～) 

・新型インフルエンザ等対策行動計画策定 (3 月) 

・第２次富士山おむすび計画策定 (3月) 

・富士市看護職員修学資金貸与要綱を制定(3月) 

・富士市民間病院等看護職員修学資金貸与事業費補助金交付要綱を制定(3月) 

保健医療課 
保健総務担当 
訪問看護ステーション 

食育推進室 
健康対策課 
健康政策担当 
健診担当 
成人保健担当 
母子保健担当 
保健センター 
ふじかわ保健センター 

26 

・富士市看護職員修学資金貸与要綱を廃止し、富士市看護職員修学資金貸与条例を制定(7月) 

・「富士市特定疾患患者及び小児慢性特定疾患患者療養扶助費支給制度」を「富士市指定難病患

者、特定疾患患者及び小児慢性特定疾病児童等療養扶助費支給制度」に変更 

・「小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業」を「小児慢性特定疾病児童日常生活用具給付事

業」に名称変更 

・難病患者介護家族リフレッシュ事業において、就学支援事業を追加(H27.1.1～) 

・人工授精治療費補助事業(一部県補助)を開始 

・不妊治療費補助事業を不妊･不育治療費補助事業に変更(Ｈ27年 1月～) 

・思春期講座サポーター養成事業開始 

・1歳 6ヶ月児健診問診表に発達障害早期発見のための社会性の発達Ｍ－ＣＨＡＴを導入 

・養育支援訪問において特定妊婦の支援を開始 

・主任児童委員との連携・見守り訪問開始(8月～) 

・富士市保健活動体制検討学習会の実施 

・全国健康保険協会静岡支部と健康づくりに関する包括的事業連携協定の締結 

・インボディ設置 フィランセ、吉永まちづくりセンターの自動身長体重計リース終了 

・ふじかわ健康相談終了 

・ふじさん青春度指数開始(2月～) 

・メンタルヘルスチェック「こころの体温計」開始(4月) 

・胃がんリスク検診開始(36 歳、41 歳、46 歳、51歳、55歳、56歳、61歳、66 歳、71歳) 

・水痘ワクチンが定期接種化(10月１日～) 

・高齢者肺炎球菌ワクチンが定期接種化(10 月 1日～) 

・ぜん息キャンプ終了 

保健医療課 
保健総務担当 
訪問看護ステーション 

食育推進室 
健康対策課 
健康政策担当 
健診担当 
成人保健担当 
母子保健担当 
保健センター 
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年度 内容 組織 

27 

・「がん検診等受診券」の発行(健康カレンダーを「検診ガイド」に変更) 

・新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業の実施(乳、子宮がん) 

・B型肝炎ワクチン助成事業(11 月 1日～) 

・インフルエンザワクチン 4価ワクチンに変更(10 月 1日～) 

・ふじさん青春マイレージ事業開始 

・うつ病家族講座開始(11 月) 

・体組成測定と健康相談会開始 

・健康ふじ 21計画Ⅱの中間評価および健康ふじ 21アクションプラン後期計画策定 

・市民健康意識調査実施 2,400 人 回収率 40.5% 

・保健師の保健活動体制の見直し 「富士市保健活動体制検討会」11回 「合同会議」6回 

豊田市の視察 10/16 保健師全体報告会 2回(12/16・3/16) 

・ふれあい喫茶の再開始(共生会) 

・富士市訪問看護ステーションの廃止(3月 31日) 

・男性不妊治療費補助事業を開始し終了(H27.4.1～H28.1.19) 

・婚姻届出者等に対して妊孕性についてのリーフレットを配布(10月～) 

・市内不妊・不育治療実施医療機関一覧作成(10月～) 

・不妊・不育相談開始(11 月～) 

・4か月児健診虐待項目訪問の開始 

・こども未来課、こども家庭課と子育て世代包括支援センター勉強会実施(12月) 

・富士市産科医療機関及び助産所等情報交換会実施(2月) 

・「新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業」として子宮頸がん検診は 21 歳と 26 歳、

31 歳、36 歳、41 歳で過去 5 年間未受診者が無料対象、乳がん検診は 41 歳全員と、46 歳、51

歳、56歳、61歳で過去 5年間未受診者が無料対象 

保健医療課 
保健総務担当 
訪問看護ステーション 

食育推進室 
健康対策課 
健康政策担当 
健診担当 
成人保健担当 
母子保健担当 
保健センター 

28 

・ぜん息児デイキャンプ開始 

・福祉部保健部組織再編ワーキンググループ会議 5回 

・保健師の保健活動体制の見直し 「保健活動業務検討会」7回  

・保健活動研修会 先進市(磐田市)との意見交換  

・地区活動研修「地域診断」実施 保健師等全員研修 5回 全地区診断、専門領域地域診断 

・予防接種モバイルサイト開設(6月 1日～) 

・特定健診と休日レディース検診、結核・肺がん検診の同時実施(9/11) 

・フィランセ乳がん検診終了 

・こころとくらしの悩み相談会終了 

・不妊・不育治療費補助事業の限度額を 15 万円から 50 万円に拡充、子の数及び居住要件を撤

廃 

・妊婦健康診査の項目に血算検査を追加 

・おやこ(にこにこ)教室の開始(6月) 

・子育てサポーター講座の開始 

・大腸がん検診「がん検診推進事業」としての 41 歳、46 歳、51 歳、56 歳、61 歳の無料クーポ

ンは終了となったが、無料対象者として継続実施 

保健医療課 
保健総務担当 
食育推進室 

健康対策課 
 政策担当 
 健診担当 
 成人保健担当 
 母子保健担当 
 保健センター 

29 

・骨髄移植ドナー支援奨励金事業の開始(10 月) 

・地区活動研修「家庭訪問」実施 全員研修 3回  

・「保健活動業務検討会」実施 10 回 

・プレママパパと先輩パパママ交流事業の開始 

・妊婦健康診査の項目にＧＢＳ検査を追加 

・３歳児健康診査にて尿検査機器(自動尿分析装置)を導入 

・フッ化物利用推進のため職員等対象研修会を開催 

・富士市自殺対策計画策定に係る市民意識調査実施 2,000 人 回収率 49.95％(7 月) 

・マンモグラフィ装置の撤去(７月) 

・富士市糖尿病ネットワーク準備会の開催(12月、2月) 

・「健康広げ隊」の設置 

・健康ふじ 21推進会議の終了 

・B型肝炎ワクチン一部助成終了 

・大腸がん検診無料対象者として、41歳のみを継続実施 

・「新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業」として子宮頸がん検診の無料対象は 21

歳のみとなったが、26 歳、31 歳、36 歳、41 歳で過去 5 年間未受診者も継続実施、乳がん検

診の無料対象は 41 歳のみとなったが、46 歳、51 歳、56 歳、61 歳で過去 5 年間未受診者も継

続実施 

保健医療課 
保健総務担当 
食育推進室 

健康対策課 
 政策担当 
 健診担当 
 成人保健担当 
 母子保健担当 
 保健センター 

139



年度 内容 組織 

30 

・地域保健課を設置し地区担当制を柱とした保健師活動の開始 

・地域保健課へ総括保健師を配置し事務分掌へ明記 

・富士市保健師連絡会の開始 

・こども未来課に「子育て総合相談センター」開設 

・富士市糖尿病ネットワーク事業開始 

・富士市自殺対策推進協議会設置 

・富士市自殺対策計画策定 

・健康経営推進に向けた連携に関する協定書の締結 

・産婦健康診査費補助事業開始 

・新生児等聴覚スクリーニング検査費補助事業開始 

・産後ケア事業開始 

・災害時等における富士市と一般社団法人静岡県助産師会との協力に関する協定を締結 

・ぜん息児デイキャンプ終了 

・第 3次富士山おむすび計画策定（3月） 

保健医療課 
保健総務担当 
食育推進室 
 

保健センター 
健康政策課 
 健康推進担当 
 健診担当 
地域保健課 
 総務担当 
 東部地域担当 
 中部地域担当 
 西部地域担当 
  
こども未来課 

令和

元 

・若年がん患者等支援事業開始（4月） 

「富士市若年がん患者妊よう性温存治療費補助金交付要綱」の制定 

「富士市がん患者医療用補整具購入費補助金交付要綱」の制定 

「富士市若年がん患者在宅療養生活費補助金交付要綱」の制定 

・風しんの第 5期予防接種の実施 

・高齢者肺炎球菌予防接種（任意）終了 

・第三次健康増進計画策定に係る市民健康意識調査実施 4,000 人 回収率 46.0％(11 月) 

・がんドック検診終了 

・富士市民の健康づくりの推進に関する協定書の締結（株式会社杏林堂薬局） 

・「お出かけ骨の健康相談」の開始 

・ひざ痛・腰痛予防教室終了 

・産前産後サポート事業開始 

・「新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業」として子宮頸がん検診の無料対象は 21

歳のみを継続実施、乳がん検診の無料対象は 41歳のみを継続実施 

保健医療課 
保健総務担当 
食育推進室 

保健センター 
健康政策課 
 健康推進担当 
 健診担当 
地域保健課 
 総務担当 
 東部地域担当 
 中部地域担当 
 西部地域担当 

こども未来課 

2 

・富士市新型コロナウイルス感染症対策本部会議設置（4月） 

・新型コロナウイルス富士市地域外来・検査センター開設（5月） 

・富士市民の健康づくりの推進に関する協定書の締結 

（日医工株式会社・メイプル薬局・明治安田生命） 

・特別の理由による任意予防接種費用の助成開始 

・ロタウイルスワクチン予防接種の定期接種化（10月） 

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業の開始（10月） 

・新型コロナウイルスワクチン初回接種を開始（医療従事者等 高齢者） 

・「富士市がん患者医療用補整具購入費補助金交付要綱」の一部改正(4月適用) 

・「富士市若年がん患者妊よう性温存治療費補助金交付要綱」の一部改正(4月適用) 

・新型コロナウイルス感染症の影響で、がん検診等及び歯周病検診の開始延期（8月 17日） 

・胃部エックス線検診、胃内視鏡検診、胃がんリスク検診、喀痰検査（肺がん検診）を中止、

集団検診の日程・会場を見直し、完全事前予約制へ変更して実施 

・ふじ健康ポイント事業の開始（10月） 

・心理士による乳幼児家庭訪問事業の廃止 

保健医療課 
保健総務担当 
食育推進室 

保健センター 
健康政策課 
健康推進担当 
健診担当 

地域保健課 
総務担当 
東部地域担当 
中部地域担当 
西部地域担当 

こども未来課 

3 

・富士市新型コロナウイルス自宅療養者サポート事業（医療電話相談、よろず相談、安否確

認、食料支援）の実施 

・子宮頸がん予防ＨＰＶワクチン積極的勧奨差し控え勧告の廃止（11月） 

・胃内視鏡検診開始 

・結核・肺がん検診 撮影方法の統一（間接撮影フィルム画像から、直接撮影デジタル画像） 

・肺がん検診の有料化 

・「富士市若年がん患者等妊よう性温存治療費補助金交付要綱」の一部改正(4月適用) 

・健康ふじ 21計画Ⅲ（第三次富士市健康増進計画）の策定（3月） 

・はぐくむ FUJI 家事育児サポート事業開始（7月） 

保健医療課 
保健総務担当 
食育推進室 

保健センター 
健康政策課 
 健康推進担当 
 健診担当 
地域保健課 
 総務担当 
 東部地域担当 
 中部地域担当 
 西部地域担当 

こども未来課 
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年度 内容 組織 

4 

・新型コロナ検査キット有症状者向け配布事業の実施（8月～9月、12月～2月） 

・富士市新型コロナ一般電話相談窓口の実施（7月～9月、12月～2月） 

・富士市臨時発熱センター開設（12月～2月） 

・富士市新型コロナウイルス自宅療養者サポート事業（安否確認）の実施 

・新型コロナウイルス富士市地域外来・検査センター閉鎖（3月） 

・子宮頸がん予防ＨＰＶワクチン救済措置接種（キャッチアップ接種）を開始 

・子宮頸がん予防９価ＨＰＶワクチンの任意接種費に対する補助事業の開始と終了（Ｒ4のみ） 

・子宮頸がん予防ＨＰＶワクチンの任意接種費に対する償還払いを開始（7月） 

・自殺対策全庁研修会開催（7月） 

・こころの健康と自殺対策に関する市民意識調査実施（7月） 

・SOS の出し方に関する教育の開始 

・「富士市若年がん患者在宅療養生活費補助金交付要綱」の一部改正(4月適用) 

・「富士市若年がん患者等妊よう性温存治療費補助金交付要綱」の一部改正(4月適用) 

・「レディース検診」（乳がん検診、子宮がん検診と結核・肺がん検診の同時実施）から、「セレ

クトがん検診」（レディース検診に胃部エックス線検診、大腸がん検診を追加）へ変更 

・多胎妊婦健康診査開始 

・多胎妊婦交流会開催 3回（5月、9月、1月） 

・はぐくむ FUJI 出産・子育て応援事業開始（1月） 

・静岡県健康寿命延伸のための市町別生活習慣等モニタリング研究ランダムサンプリング調査

参加 

・健康推進員活動の終了 

保健医療課 
 
保健センター 
健康政策課 
 健康推進担当 
 健診担当 
地域保健課 
 総務担当 
 東部地域担当 
 中部地域担当 
 西部地域担当 
 食育推進室 

こども家庭課 
 子育て相談担当 

5 

・保健医療課 フィランセへ移設（12月～） 

・年末年始医療体制確保事業の実施（12月 30日～1月 3日） 

・平日昼間の一次救急当番開始（1月～） 

・歯周病検診の集団検診を終了し、個別検診を開始 

・子宮頸がん予防９価ＨＰＶワクチンの定期接種化 

・新型コロナウイルスワクチン臨時接種の終了（3月末） 

・静岡県健康寿命延伸のための市町別生活習慣等モニタリング研究ランダムサンプリング調査

参加 

・第二次富士市自殺対策計画策定（3月） 

・不妊・不育治療費補助事業に年齢要件を追加（4月） 

・第 4次富士山おむすび計画策定（3月） 

・地区における健康づくり活動として、地区担当保健師と地区まちづくり協議会との協働の健

康づくり活動を開始 

・産後ケア事業（日帰り型 2時間）の開始 

・富士市特定妊婦等の妊産婦事業に係るタクシー乗車料金助成事業の開始 

保健医療課 
 
保健センター 
健康政策課 
 健康推進担当 
 健診担当 
地域保健課 
 総務担当 
 東部地域担当 
 中部地域担当 
 西部地域担当 
 食育推進室 

こども家庭課 
 子育て相談担当 
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(２)市町村保健行政の背景 

年次 母子保健 成人･老人保健 精神･結核 健康づくり他 

昭和 22 ･児童福祉法    

23 

･予防接種法 

施行令、施行規則の制定 

･優生保護法 

 

 

･性病予防法 

24    ･身体障害者福祉法 

25    ･生活保護法 

26 ･予防接種法の一部改正(26.3)  ･精神衛生法  

30   ･結核予防 ･伝染病予防法 

32  ･成人病予防対策   

33 

･予防接種法の一部改(33.4) 

DP 二混使用. 

予防接種実施規則、実施要

領の制定 

 

 

 

36 ･三歳児健康診査 ･老人病予防対策   

 

･予防接種法､施行規則､実施規

則の一部改正(36.3) ﾎﾟﾘｵの

追加 

 

 

 

39 ･予防接種法の一部改正(39.4)    

40 ･母子保健法    

43 
･予防接種実施規則の一部改正

DPT 使用(43.10) 

 
 

 

44  ･がん予防対策の推進   

45 
･予防接種法の一部改正(45.6) 

腸ﾁﾌｽ､ﾊﾟﾗﾁﾌｽを定期から削除 

･脳卒中予防対策の推進 

･循環器等健康診断の実施 
 

 

47    ･勤労婦人福祉法 

49 

  

 

･公害健康被害補償法(49.) 

･富士市公害健康被害補償条例 

(49.12) 

51 

･市町村母子保健事業の推進 

･予防接種法の一部改正(51.6) 

定期予防接種を「痘そう､

ｼﾞﾌﾃﾘｱ､百日せき､急性灰白

髄炎」の 4疾患に改正 

 

 

･補償法指定地域拡大 

52 
･予防接種法施行令の一部改正 

風しんﾜｸﾁﾝの追加(52.8) 

 
 

 

53 

･予防接種法施行令の一部改 

正麻しんﾜｸﾁﾝの追加 53.7) 

 

 

･国民健康づくり計画(53.4) 

1.生涯を通じる健康づくりの

推進 

2.健康づくりの基盤整備 

(保健ｾﾝﾀｰ設置) 

3.健康づくりの普及啓発 

55 

･「WHO」痘瘡撲滅宣言(55.5) 

･予防接種法施行令の一部改正 

痘そうの廃止 

 

 

 

56 

･予防接種実施規則の一部改正 

百日せきﾜｸﾁﾝを沈降精製百

日せきﾜｸﾁﾝに変更 

 

 

 

57 

 ･老人健康法(57.8) 

1.老人医療費一部負担金導入 

2.保健事業の創設(第 1次計画) 

 

 

60 ･母子保健法改正(60.12)    

61 

 ･老人保健法の一部改正(61.12) 

1.一部負担金の改正 

2.医療費拠出金の改正 

3.老人保健施設の創設 

 

 

62 

 ･老人保健法第 2次計画 ･精神衛生法改正(62.9) 

1.名称改正精神保健法 

2.入院制度の改正 

3.社会復帰施設の設置促進 

 

63 

･予防接種法実施規則の一部改

正 MMR ﾜｸﾁﾝの導入(63.12) 

 

 

･公害健康補償法改正(63.3) 

･第二次国民健康づくり計画(63.8) 

(ｱｸﾃｨﾌﾞ 80 ﾍﾙｽﾌﾟﾗﾝ) 

 

平成元 ･MM ﾜｸﾁﾝ開始(H1.4) ･老人保健法､福祉７法改正(1.6)   
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年次 母子保健 成人･老人保健 精神･結核 健康づくり他 

･地域保健将来構想報告書(1.8) 

･高齢者保健福祉推進 10 ヵ年戦略

(1.12) 

 

2 
･母子保健法一部改正 

･静岡県地域保健医療計画見直し 

 
  

3  ･老人保健福祉計画(骨子)発表   

4 

 ･老人保健第 3次計画 

･老人訪問看護制度の施行(4.4) 

･老人訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ設置(4.4) 

  

5 ･MMR ﾜｸﾁﾝ中止(5.4)    

6 

･ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ､ﾜｲﾙ病の接種中止 

･母子保健法一部改正(6.6) 

･予防接種法の一部改正(6.6) 

義務接種から努力義務接種へ

対象疫病はｼﾞﾌﾃﾘｱ､百日せき､

ﾎﾟﾘｵ､麻しん､風しん､日本脳

炎､破傷風の 7疫病  

･地域保健法制定(6.7) 

･新ｺﾞｰﾙﾄﾞﾌﾟﾗﾝ策定(6.12) 

･障害者基本法制定(6.12) 

 

 

 

 

･結核予防法一部改正(6.10) ･予防接種法一部改正 

 

 

 

 

 

 

7 

 ･脳卒中情報ｼｽﾃﾑ事業計画開始

(7.1) 

 ･O157(病原性大腸菌)の指定伝

染病 

･らい予防法廃止(8.4) 

9 

･母子保健法一部改正･施行

(9.4) 

･難病患者等居宅生活支援事業 

通知(9.1) 

･地域保健法全面施行(9.4) 

･介護保険関連三法成立(9.12) 

  

･食中毒予防のための家庭用ﾏ

ﾆｭｱﾙ作成(9.3) 

･臓器の移植に関する法律等

(9.6) 

･栄養改善法改正･施行(9.4) 

10 

 ･老人保健法に基づく保健事業 

からがん検診がはずされ､一 

般財源化(10.4) 

  

11 ・健やか親子 21  ･精神保健福祉法一部改正 ･健康日本 21の取り組み開始 

12 

･｢児童虐待の防止等に関する

法律｣交付 

･新ｺﾞｰﾙﾄﾞﾌﾟﾗﾝ見直し(12.3) 

･老人保健第 4次計画 

･介護保険法施行 

  

13 

･母子健康手帳の改正 

･ 予 防 接 種 法 の 一 部 改 正

(13.11) 

･高齢者ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ追加 

･風しん経過措置年齢の拡大 

(13.11.7) 

  

15 

･次世代育成支援対策推進法 

(7.6)(施行 17.4.1:平成 27

年 3月 31 日までの時限立法) 

･少子化社会対策基本法 

(7.30)(施行 9.1) 

･H17 からの風しん経過措置満

了(15.9) 

 

･小,中学校のﾂ反 BCG 接種中止

(15.4) 

･健康増進法施行(15.5) 

 

16 ･特定不妊治療費助成事業  ･結核予防法一部改正(16.6)  

17 

･未熟児訪問指導事業権限委譲 

･日本脳炎ﾜｸﾁﾝの積極的勧奨の

差し控え(17.5.30) 

･予防接種施行令､施行規則の

一部改正(17.7.29) 

･日本脳炎ﾜｸﾁﾝ第 3期の廃止 

･「健やか親子 21」中間評価

報告書(18.3) 

･介護保険法の一部改正(17.6) ･ﾂ反廃止(17.4) ･食育基本法の施行(17.7) 

･食育推進基本計画(18.3) 

18 

･ 予 防 接 種 法 の 一 部 改 正

(19.4.1) 

結核対策は「感染症の予防

及び感染症の患者に対する

医療に関する法律」に織り

込まれる 

･麻しん風しん混合ワクチン 2

回接種の導入(18.4.1) 

･麻しん及び風しんの単抗原ﾜｸ

ﾁﾝの追加及び年長児の麻しん

風しん混合ﾜｸﾁﾝの 2 回目接種

の導入(18.6.2) 

 

･結核予防法廃止(19.3) 

結核対策は感染症予防法へ 

BCG は予防接種法へ 

･自殺対策基本法の施行(18.6) 

･静岡県食育推進計画(19.3) 
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年次 母子保健 成人･老人保健 精神･結核 健康づくり他 

19 

･マタニティマークをとおした

「妊婦にやさしい環境作り」

の推進 

･次世代育成支援対策交付金に

おける「生後４か月までの全

戸訪問事業」提示 

･感染症予防法の一部改正

(19.4) 

･がん対策基本法の施行(19.4) 

･しずおか健康創造２１アク

ションプラン追補版策定 

・自殺総合対策大綱 

 

20 

･予防接種施行令､施行規則の

一部改正(20.2.27) 

･中学 1 年生及び高校 3 年生の

麻しん風しん混合ワクチンの

2 回目接種の導入 ( 施行

20.4.1:平成 25 年 3 月 31 日

までの時限措置) 

･老人保健法廃止 

･高齢者の医療の確保に関する

法律の施行(20.4) 

･特定健診及び特定保健指導の

開始 

 

 

 

 

 

 

 

･健康増進法の一部改正 

 

 

 

 

 

21 

･「妊婦健康診査臨時特例交付

金の運営について」一部改

正 

･児童福祉法等の一部改正によ

り乳児家庭全戸訪問事業 

･養育支援訪問事業の実施に伴

い第二種社会福祉事業届出 

･「健やか親子 21」第 2 回中

間評価報告書(22.3) 

･特別措置法の制定 

新型インフルエンザ予防接

種に係る健康被害救済制度 

･女性特有のがん検診推進事業

実施要綱 

 

 ･女性の健康支援対策事業の実  

 施 

･健康的な生活習慣重点化事業

の実施 

 

 

22 

･日本脳炎の一部再開(22.6.2) 

･子宮頸がん等ワクチン接種緊

急促進事業(22.11.26) 

･｢次世代育成支援対策交付金｣

廃止｢子育て支援交付金｣が

適用 

  ･ふじのくに食育推進計画

(23.3) 

・第２次食育推進基本計画

(23.3) 

23 

･予防接種法特措法の改正 

インフルエンザ(H1N1)2009

及び同等の新たな「病原性

の高くない新型インフルエ

ンザ」が発生した場合の臨

時予防接種 

･がん検診推進事業実施要綱  

 

 

24 

･母子健康手帳の一部改正 

･新型インフルエンザ対策特別

措置法 

 

･介護保険法改正 

 

･精神保健及び精神障害者福祉

に関する法律改正 

･地域保健対策の推進に関する

基本的な指針改正 (24.7) 

･健康日本 21の見直し 

･自殺総合対策大綱の見直し 

25 

･ 予 防 接 種 法 の 一 部 改 正

(25.4.1) 

Hib 感染症、小児の肺炎球

菌感染症、ヒトパピローマ

ウイルス感染症を追加 

副反応報告制度の法制化 

･権限移譲(県から市) 

未熟児養育医療の給付 

低体重児の届出受理 

･「子育て支援交付金」廃止、 

「子育て支援事業費補助金」

適用 

･働く世代の女性支援のための

がん検診推進事業実施要綱 

 

 ･健康日本 21(第２次 H25.4～

H35.3)健康格差・重症化予防 

･地域における保健師の保健活

動に関する指針の見直し

(25.4) 

･新型インフルエンザ等対策 

行動計画策定(26.3) 

 

26 

･予防接種法の一部改正 

水痘を A 類、高齢者肺炎球

菌感染症を B 類の対象疾患

に追加(26.10.1 施行) 

･人工授精治療費補助事業(一

部県補助)を開始(26.4.1) 

･｢子育て支援事業費補助金｣廃

止｢保育緊急確保事業費補助

金｣適用 

 

医療・介護総合確保推進法 ・アルコール健康障害対策基 

本法（26.6 施行） 

･難病の患者に対する医療等に

関する法律施行(27.1) 

･小児慢性特定疾病に係る医療

費助成制度について児童福

祉法の一部改正(27.1) 

 

 

 

27 

･妊婦に対する健康診査につい

ての望ましい基準の交付

(27.4.1) 

･妊婦健康診査実施要領の一部

・新たなステージに入ったが

ん検診総合支援事業実施要

綱 

・がん予防重点健康教育及び

 ・第３次食育推進基本計画

(28.3) 
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年次 母子保健 成人･老人保健 精神･結核 健康づくり他 

改正 

(27.4.1) 

･「乳幼児に対する健康診査の

実施について」の一部改正

(27.9.11) 

･男性不妊治療費補助事業(県

補助)を開始(27.10.1) 

･母子健康手帳の任意記載事項

様式の改正(27.12.21) 

･男性不妊治療費補助事業(県

補助)を廃止(28.1.20) 

･「保育緊急確保事業費補助

金」廃止 

「子ども・子育て支援交付

金」適用 

･「新生児聴覚検査の実施につ

いて」の一部改正について 

(28.3.29) 

がん検診実施のための指針

の一部改正(28.2.4) 

28 

･予防接種法の一部改正 

Ｂ型肝炎を A 類の対象疾患

に追加(28.10.1 施行) 

･妊婦健康診査実施要領の一部

改正 

(28.4.1 施行) 

･「母子保健医療総合支援事

業」の実施要綱の一部改正

について 

(28.5.16 施行) 

･母子保健法の一部改正につい

て 

(28.6.2 施行) 

･母子健康手帳の任意記載事項

様 式 の 改 正 に つ い て

(28.10.1 施行) 

･「新生児聴覚検査の実施につ

いて」の一部改正について 

(28.9.30 施行) 

 

  ・自殺対策基本法の一部改正 

(28.4 施行) 

 

29 

・一般不妊治療(人工授精)費

助成事業費補助金交付要綱

及び実施要領の一部改正に

ついて 

(29.4.1 施行) 

・静岡県特定不妊治療費助成

事業実施要領の一部改正に

ついて 

(29.4.1 施行) 

・母子保健医療対策総合支援

事業実施要領の一部改正及

び産婦健康診査事業の実施

に当たっての留意事項につ

いて(29.4.1 施行) 

・「母子保健衛生費国庫補助

金交付要綱」の一部改正に

ついて 

(29.4.1 施行) 

・「新生児聴覚検査の実施に

ついて」の一部改正につい

て(29.12.28 施行) 

  ・自殺総合対策大綱の改正 

(28.7 施行) 

 

30 

・母子保健医療対策総合支援

事業実施要領の一部改正及

び産後ケア事業の実施に係

る 留 意 事 項 に つ い て 

(30.4.1 施行) 

・「母子保健衛生費国庫補助

金交付要綱」の一部改正に

ついて(30.4.1 施行) 

・予防接種法施行令等改正

（31.2.1 施行） 

 風しんに係る公費接種の機

会がなかった成人男性に対

する定期接種を行うこと等

を規定（34.3 までの措置） 

 

・ギャンブル等依存症対策基 

本法（30.10.5 施行） 

・第 3 次ふじのくに健康増進

計画後期アクションプラン

策定（30.3 策定） 
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年次 母子保健 成人･老人保健 精神･結核 健康づくり他 

令和

元 

・母子保健医療対策総合支援

事業実施要綱の一部改正に

ついて（31.4.1 施行） 

・母子保健衛生費国庫補助金

交付要綱の一部改正につい

て（31.4.1 施行） 

・「新生児聴覚スクリーニング

検査の実施について」実施

要領の改正（2.3.31） 

・脳卒中・循環器病対策基本

法（1.12.1 施行） 

・「静岡県若年がん患者等支

援事業費補助金交付要綱」 

(1.7.10 施行、31.4.1 適用) 

 ・健康寿命延伸プラン策定 

2 

・予防接種法の一部改正 

ロタウイルスを A 類の対象

疾患に追加(2.10.1 施行) 

・母子保健医療対策総合支援

事業実施要綱の一部改正に

ついて（2.4.1 施行） 

・母子保健衛生費国庫補助金

交付要綱の一部改正につい

て（2.4.1 施行） 

・予防接種法の一部改正 

 新型コロナウイルス感染症

に係る予防接種（臨時接

種）の実施（2.12.9 施行） 

・静岡県「若年がん患者等支

援事業費補助金交付要綱」

の一部改正 （2.11.25 施

行、2.4.1 適用） 

 ・第４次食育推進基本計画

(3.3.3) 

3 

・母子保健医療対策総合支援

事業実施要綱の一部改正に

ついて（3.4.1 施行） 

・母子保健衛生費国庫補助金

交付要綱の一部改正につい

て（3.4.1 施行） 

・母子保健法の一部改正（産

後ケア事業の市町村の努力

義務） 

・「小児・ＡＹＡ世代のがん患

者等の妊孕性温存療法研究

促進事業実施要綱」(3.3.23

施行、3.4.1 適用) 

・「静岡県小児・ＡＹＡ世代の

がん患者等の妊孕性温存療

法支援事業補助金交付要

綱」(4.2.4 施行、3.4.1 適

用)  

・静岡県「若年がん患者等支

援事業費補助金交付要綱」

の一部改正（4.2.4 施行、

3.4.1 適用) 

・がん予防重点健康教育及び

がん検診実施のための指針

の一部改正(3.10.1) 

  

4 

・多胎妊婦支援事業の多胎交

流会開催・母子保健医療対

策総合支援事業実施要綱の

一部改正について（4.4.1

施行） 

・母子保健衛生費国庫補助金

交付要綱の一部改正につい

て（4.4.1 施行） 

・「新生児聴覚スクリーニング

検査の実施について」の一

部実施要領の改正(4.7.21） 

・「伴走型相談支援及び出産・

子育て応援給付金の一体的

実施事業実施要綱」の制定

（4.12.26） 

・「令和４年度出産・子育て応

援交付金交付要綱」の制定

（5.2.6） 

・不妊治療の保険適用範囲拡

大（4月） 

・県一般不妊治療費等補助制

度改正（人工授精治療費補

助廃止） 

 

・「小児・ＡＹＡ世代のがん患

者等の妊孕性温存療法研究

促進事業実施要綱」の一部

改正（4.3.23 施行、4.4.1

適用） 

・「静岡県小児・ＡＹＡ世代の

がん患者等の妊孕性温存療

法支援事業補助金交付要

綱」の一部改正（4.12.21

施行、4.4.1 適用）  
・静岡県「若年がん患者等支

援事業費補助金交付要綱」

の一部改正（4.12.21 施

行、4.4.1 適用） 

  

5 

・産後ケア事業（日帰り型 2

時間）の開始 

 

  ・新型コロナウイルス感染症

が感染症の予防及び感染症

の患者に対する医療に対す

る法律上 5 類感染症に位置

づけ（5.8） 

・第 4次静岡県食育推進計画 

(6.3) 
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２　保健師・栄養士活動実績

(１)保健師活動

ア　業務別活動(10月分)　地域保健課・健康政策課・保健医療課・国保年金課・介護保険課・

　　　高齢者支援課・障害福祉課・こども家庭課、こども発達センター　合計

時間 割合 時間 割合

625 7.0 442 4.8

1,495 16.6 1,697 18.4

1,310 14.6 976 10.6

531 5.9 726 7.9

314 3.5 394 4.3

48 0.5 76 0.8

625 7.0 901 9.7

283 3.2 450 4.9

336 3.7 312 3.4

10 0.1 155 1.7

412 4.6 245 2.6

125 1.4 55 0.6

511 5.7 483 5.2

12 0.1 27 0.3

88 1.0 74 0.8

5 0.1 16 0.2

44 0.5 55 0.6

114 1.3 236 2.5

5 0.1 10 0.1

22 0.2 4 0.0

489 5.4 398 4.3

42 0.5 41 0.4

92 1.0 164 1.8

1,378 15.3 1,235 13.4

66 0.7 64 0.7

8,982 100.0 9,236 100.0

※比率が微少（0.05未満）の場合は「0.0」と表示

人材育成体制構築、研修会企画・実施、ＯＪＴ指導

実習学生・研修生への教育

保健師等学校養成所での指導

研修等への参加

平時の対応

発生時の対応

業務連絡・事務

その他

　合　計

事業・施策の企画立案・評価

保健福祉計画等の策定・評価

業務管理、組織運営管理

人事管理

予算管理

議会対応

施設立入検査・管理指導等

5

（単位：時間・％）

項目

訪　　問

健康相談・保健指導

健康診査、予防接種

集団教育、教室活動、グループ支援

地区組織活動(ネットワークづくり）

担当地区の地区診断

コーディネート　(個別）

コーディネート　(地域）

直
接
対
人
支
援

 
地
域
・

 
 
組
織
支
援

人
材
育
成

健
康
危
機

管
理

令和4

 
施
策
管
理
・

 
 
 
業
務
及
び
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学会発表等での保健活動の発信

調査・研究等の依頼への協力
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イ　家庭訪問の実施状況

（単位：件・％） 

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

306 6.02 327 6.77 500 10.60 943 19.24 877 18.56

0 0 11 0.23 12 0.25 18 0.37 6 0.12

14 0.28 5 0.1 13 0.28 4 0.08 10 0.21

1,687 33.14 1,656 34.26 1,718 36.41 1,636 33.38 1,520 32.18

390 7.66 484 10.01 364 7.72 228 4.65 400 8.47

2,175 42.73 1,899 39.29 1,762 37.35 1,730 35.30 1,581 33.47

518 10.17 451 9.33 349 7.40 342 6.98 330 6.99

5,090 100.0 4,833 100.0 4,718 100.0 4,901 100.0 4,724 100.0

ウ　実習、研修受入れ等

・富士市立看護専門学校 （3年生）38人　（1年生）40人

・県立大学看護学科 （4年生）実習Ⅰ 10人、実習Ⅱ 6人（2年生）14人

・県立東部看護専門学校（助産学科）　5人

エ　富士市保健師連絡会

生活習慣改善指導受診勧奨

健康管理上必要と
認められる者

妊婦

産婦

その他

乳児

幼児

合計

富士市に勤務する保健師が連携を図ることにより、市民の疾病予防と健康増進に関する施策を総合的かつ
計画的に推進するため、総括保健師が「富士市保健師連絡会」を開催し協議検討を行う。

年度

項目

令和元 2 4 5

月　日 内　容

母
性
・
父
性

※平成18年度､老人保健法改正に伴い成人訪問は65歳未満となる。

※65歳以上については介護保険の地域支援事業により実施

区分

年度

3

令和元

7月30日
・各課における健康課題と対策及び取組、連携
・災害時の健康支援
・保健師の人材育成

11月22日
・組織横断的調整が必要な取組
・情報交換「高齢者の保健事業と介護予防の一体化」
・各課の保健師業務

2月2日

・保健師の能力開発のために必要な取組（案）
・静岡県社会健康医学大学院大学への修学希望調査結果
・富士保健所への応援派遣
・災害時の健康支援

3 12月14日
・保健師の専門能力に関するキャリアラダーと人材育成
・災害時の健康支援
・各部署の情報交換

2

7月29日
・保健師の専門能力に関するキャリアラダーのまとめ
・保健師の人材育成
・災害時の健康支援

4 9月6日
・各部署の情報交換
・保健師の専門能力に関するキャリアラダーと人材育成
・災害時の健康支援

11月20日
・各部署の情報交換
・保健師の専門能力に関するキャリアラダーと人材育成

7月27日
・各部署の情報交換
・保健師の専門能力に関するキャリアラダーと人材育成
・災害時の健康支援5
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オ　富士市保健師研修会

富士市に勤務する保健師の専門能力の開発を目的として、総括保健師が研修会を開催する。

5

5月17日
第1回災害時健康支援研修会「担当避難所における保健活動で使う展示物・資料
の見直し」

12月26日
第2回災害時健康支援研修会「富士市のBCP、医療救護所・非常時優先業務
チェックリスト等」「避難所と保健班の関わりについて」「避難所における保
健師・栄養士の役割」「発災3日目避難所での保健活動について」

2月15日 保健活動研修会「行政専門職のあるべき姿～その時地域が動いた～」

月　日 内　容
区分

年度

4

5月17日
第1回災害時健康支援研修会「担当避難所における保健活動で使う展示物・資料
の見直し」

12月26日
第2回災害時健康支援研修会「富士市のBCP、医療救護所・非常時優先業務
チェックリスト等」「避難所と保健班の関りについて」「避難所における保健
師・栄養士の役割」「発災3日目避難所での保健活動について」

3月17日 保健活動研修会「まちづくり協議会を中心とした地区組織との関わり方」

3月30日
第2回保健活動研修会「私のキャリアデザイン～保健師活動を通して学んだこと
～」

2月7日
第2回災害時健康支援研修会「担当避難所における保健活動で使用する掲示物・
資料の見直し」中止

3

5月18日
第1回災害時健康支援研修会「複合災害へ備えるトイレフォーラム（オンライン
開催）」

12月25日 第1回保健活動研修会「健康推進員活動支援事業の見直しについて」

2

6月30 第1回災害時健康支援研修会「新型コロナウイルス感染症対応等」

8月24日 保健師の専門能力に関するキャリアラダー研修会

2月3日 第2回災害時健康支援研修会「避難所の環境衛生・健康支援の演習」

3月9日 保健活動研修会「神戸地区、今泉地区、駅北第2地区」

令和元

8月26日 第1回災害時健康支援研修会「避難所の健康危機管理・衛生対策」

12月16日 第2回災害時健康支援研修会「避難所運営ゲームＨＵＧ体験等」

2月28日 保健活動研修会「須津地区、今泉地区、原田地区」
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(２)栄養士活動

ア　企画・調整に関する会議への参加及び調査研究

イ　栄養指導

ウ　地区組織の育成

（単位：回・人）

エ　健康増進法第17条第1項に基づく、健康教育・健康相談・訪問指導

（ア）集団健康教育等

合　計 15 174

20歳未満 506 35 0 672 0

20歳以上 1,377 25 0 919 30

特定保健指導情報交換会

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実
施担当者会議・企画調整会議

（単位：人）

個別指導 集団指導

食育推進会議 JAふじ伊豆富士地区産直市部会会議 中学生食生活チェック

食育推進事業実行委員会 ほくぶパス（地域ケア会議） 妊娠糖尿病実態調査

会議名(市主催) 会議名(他の機関) 調査研究(項目)

地域包括支援センター保健師会議
ふじのくに健康増進計画推進協議
会　食育部会

富士市小中学生栄養調査 

食育推進計画策定委員会・策定
ワーキング会議

富士市栄養士連絡会

食育推進連絡会 静岡県行政栄養士会
健康寿命延伸のための市町別生活
習慣等のモニタリング

食育推進連絡会担当者部会

区分 延人員 病態別(再掲) 訪問(再掲) 延人員 病態別(再掲)

指導

乳幼児 1,215 62 17 4,613 0

妊産婦 90 85 0 222 0

ロコモティブシンドローム（運
動器症候群）

病態別 3 11

食生活推進員養成講座 4 23

対  象 実施回数 参加延人員

富士市食生活推進員 29 552

ご近所さんの料理教室 1 7

食育サポーター 1 20

9 27

開催回数 参加延人員

一般 3 136

（単位：回・人）

集
団
健
康

教
育
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（イ）健康相談

（ウ）訪問指導

・訪問栄養指導：被訪問栄養指導延人員 21人

オ　実習受け入れ

・常葉大学健康プロデュース学部健康栄養学科4年 4人

・名古屋学芸大学管理栄養学部3年 1人

合　計 52 52

（単位：回・人）

重
点
健
康
相
談

骨粗鬆症

病態別

総合健康相談 0 0

脂質異常症 11 11

糖尿病 24 24

開催回数 参加延人員

高血圧 2 2

13 13

歯周疾患 0 0

2 2
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(１)人口動態統計

ア　出生・死亡

イ　主な死因別死亡者数、死亡率(1～10位)

111.7 56.5 48.5 36.3 28.2 21.6 21.6

32.6 21.2 20.3 20.3

間質性
肺炎

血管性等の認
知症

984 752 751

1.6 1.6

腎不全
アルツハイ
マー病

血管性等の認
知症

8.2 4.2

1.7 1.7 1.7

100.8 72.9

アルツハイ
マー病

48

29.2

50 48

３　統　計

静
岡
県

3,484,000

人 数 20,575 人 数

1.4

47,334 人 数 44 19

富
士
市

人口

人 数 1,459
236,064

出生率
(人口千対)

乳児死亡

6.2

2

出生 死亡

（単位：人・％）

全
国

122,030,523

人 数 770,759 人 数 1,569,050 人 数 1,356 609

出生率
(人口千対)

6.3 死亡率
(人口千対)

12.9 死亡率
(人口千対)

0.81.8

出生率
(人口千対)

5.9 死亡率
(人口千対)

(再掲)
新生児死亡

人 数 2,894 人 数 2

死亡率
(人口千対)

1.4死亡率
(人口千対)

12.3

2.1 0.9

8

13.6 死亡率
(人口千対)

資料)静岡県人口動態統計
令和4年10月1日

（単位：人・％）

脳血管
疾患

肺炎
誤嚥性
肺炎

不慮の
事故

9

自殺 腎不全

104 5 6 7

371 238 172 77 69

12.8

脳血管
疾患

肺炎
不慮の
事故

誤嚥性
肺炎

8.2 5.9 2.7 2.4

310.9 195.7 157.2

1 2 3

人 数 11,035 7,454 6,646

悪性
新生物

心疾患 老衰

734

順位

死 因

人 数

死 亡 率
(人口10万対)

割 合

富
士
市

区分

25.4 16.0

462

腎不全

割 合 23.3 15.7 14.0 3.6 2.7 2.1

静
岡
県 死 亡 率

(人口10万対)
316.7

死 因
悪性
新生物

老衰 心疾患

213.9 190.8

3,890 1,967 1,688 1,263

全
国

死 因
悪性
新生物

心疾患 老衰
脳血管
疾患

肺炎
不慮の
事故

誤嚥性
肺炎

人 数 385,797 24,360

死 亡 率
(人口10万対)

316.1 190.9 147.1 88.1 60.7 45.9 35.6 25.2 20.4 20.0

232,964 179,529 107,481 74,013 56,069 43,420 30,739 24,860

資料)厚生労働省「人口動態統計」
静岡県人口動態統計 令和4年10月1日

1.64.7 3.6 2.8 2.0 1.6割 合 24.6 14.8 11.4 6.9
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(２)国民健康保険疾病統計

イ　年齢階級別医療費諸率(疾病(大分類))

10 ～ 14歳

15 ～ 19歳

20 ～ 24歳

25 ～ 29歳

30 ～ 34歳

35 ～ 39歳

40 ～ 44歳

45 ～ 49歳

50 ～ 54歳

55 ～ 59歳

60 ～ 64歳

65 ～ 69歳

70 ～ 74歳

17,944

18,536

25,620

13,678

26,575

40,672

24,836

34,490

18,516

21,715

32,844

37,844

23,858

24,229

57,755

50,602

370,392

142,205 5,825,554,320

合計 45,678 352,562 14,254,558,470

4,228 32,810 1,477,557,410

ア　疾病（大分類）別医療費諸率 （令和5年度累計）

内分泌、栄養及び代謝疾患

1,857,836,420

費用額(円)
件数
(件)

循環器系の疾患 56,565

疾　　病　　名

1,213,914,840

1人当たり
費用額

1件当たり
費用額

眼及び付属器の疾患 33,743 624,773,390

55,903

1,170,275,290

消化器系の疾患 21,658

1,686 6,904 255,701,960

819,633,920

筋骨格系及び結合組織の疾患 33,931

呼吸器系の疾患 34,091 846,694,810

1,106,723,730

神経系の疾患 18,869 1,089,772,790

精神及び行動の障害 21,871

17,238

299,975,280

40,431

876,899その他 28,418 1,270,563,100

合計 352,562

被保険者数
(人)

件数
(件)

費用額(円)年齢階級

（令和5年度累計）

新生物＜腫瘍＞ 11,803 2,235,071,920

皮膚及び皮下組織の疾患 18,472

尿路性器系の疾患

189,365

99,740

16,239

37,640

6,567

1,719,322,980

　5 ～ 9歳

1人当たり
費用額

199,317

1件当たり
費用額

29,004 ～ 4歳 571 3,924 113,809,950

74,038,040 83,002 15,262

14,254,558,470

892 4,851

312,066

27,817

48,931

40,431

39,725

45,034

40,966

85,467,2001,475 4,286

1,119 5,651

9,170 363,856,280

1,466 5,800 146,577,660

1,437 5,218 192,391,010

2,039

121,301,550

1,219 4,925 80,249,190

108,402 21,466

57,944

65,832

54,204

99,985 25,272

151,662 37,037

450,825

48,723287,695

212,530 41,678

857,906,8202,982 17,608

資料)静岡県国民健康保険団体連合会　しずおか茶っとシステム

資料)静岡県国民健康保険団体連合会　しずおか茶っとシステム

8,189 76,191 3,026,686,720

12,922

2,447 12,478

20,541 1,113,399,0803,006

520,061,280

19,941

16,294

178,448 39,679

133,884 36,871

312,066

369,604

349,470
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10 ～ 14歳

15 ～ 19歳

20 ～ 24歳

25 ～ 29歳

30 ～ 34歳

35 ～ 39歳

40 ～ 44歳

45 ～ 49歳

50 ～ 54歳

55 ～ 59歳

60 ～ 64歳

65 ～ 69歳

70 ～ 74歳

8,110

62,932,290

狭心症 2,235 133,684,650

9,917

17,652

1人当たり
費用額

39,850

50,602

34,490

心筋梗塞 242 51,437,440

がん 11,803 2,235,071,920

脳出血

189,365

212,551

59,814

97,069

340,175

84,731

21,796

125,924 46,142

1,686 2,236 93,036,060 55,182 41,608

12,005

1件当たり
費用額

185

48,931

1,126

2,927

3,307

1,378

454

213

127

6,151

11,718

2,447 5,421 212,572,350 86,871 39,213

2,982 8,138

資料)静岡県国民健康保険団体連合会　しずおか茶っとシステム

脳梗塞 1,556 151,039,650

合計 45,678 162,804 6,487,684,140 142,031 39,850

8,189 39,414 1,474,322,010 180,037 37,406

12,922

375,505,170

71,957 2,831,092,430 219,091 39,344

3,006 9,931 453,877,860 150,991 45,703

4,228 16,491 681,312,720 161,143 41,314

2,039 3,281 156,010,190 76,513 47,550

1,437 1,441 78,889,720 54,899 54,747

1,466 1,610 50,777,460 34,637 31,539

1,219 825 20,943,460 17,181 25,386

1,475 966 22,450,530 15,221 23,241

　5 ～ 9歳 892 302 4,814,010 5,397 15,940

1,119 735 24,643,610 22,023 33,529

年齢階級
被保険者数

(人)
件数
(件)

費用額(円)
1人当たり
費用額

1件当たり
費用額

 ～ 4歳 571 56 7,436,560 13,024 132,796

合計 162,804 6,487,684,140

資料)静岡県国民健康保険団体連合会　しずおか茶っとシステム

エ　年齢階級別医療費諸率(生活習慣病) （令和5年度累計）

筋・骨格 33,931 1,170,275,290

精神 21,871 1,106,723,730

142,031

24,229

25,620

脂肪肝 446 9,720,860

動脈硬化症 245 20,759,210

脂質異常症 23,402 280,949,260

高尿酸血症 714 5,790,490

糖尿病 27,518 806,317,800

高血圧症 38,656 452,981,550

ウ　生活習慣病別医療費諸率 （令和5年度累計）

疾　　病　　名
件数
(件)

費用額(円)

29,301
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(３)母子保健統計

ア　出生数・率の年次推移

※合計特殊出生率とは、その年の女子の各年齢の出生率を合計したもので､人口維持には2.07が必要である｡

エ　低体重児出生割合の年次推移

9.5

－

8.9

全国

静岡県

富士市
低体重児
出生割合

9.4

8.8 10.2 7.8

9.9

資料)静岡県人口動態統計
母子保健の主なる統計

年次

区分

※低体重児とは、出生体重が2,500ｇ未満の児をいう。

9.4 9.4 9.2

123 133

9.8 9.9 9.7

出生率
(出生千対)

ウ　出生数の推移と合計特殊出生率の推移

1,4591,719 1,580 1,482

6.27.0 7.0 6.2

全国

資料)静岡県人口動態統計
母子保健の主なる統計

イ　合計特殊出生率の年次推移

6.1

6.37.4

富士市

1.36 1.331.50 1.44

1.261.42 1.36

174 152

（単位：人・％）

3 4平成30 令和元

1.30

（単位：人・％）

1,580 1,567 1,482

30

6.8

6.4

1.44 1.38

5.9

資料)静岡県人口動態統計
静岡県年齢別人口推計により算出

7.0 6.6

7.0 6.6

3

令和元 2 3

1,830 1,719

9.5

161

出生数

富士市

全国

静岡県

年次

区分

低体重児出生数

出生数

1.361.55

平成29

静岡県

区分

年次
4平成30 令和元

6.6

1,567

2

2

1.43

1.43

1.33

2,545 2,467 
2,319 2,306 

2,178 2,168 2,251 
2,259 2,308 2192 2165

2078 2044
1959 1959 1966

1830
1719

1580 1567 1482 1459

1.49 1.46 
1.40 1.40 1.45 

1.39 
1.47 1.49 1.54 1.59 1.57 1.55 1.57 1.56

1.63 1.58 1.61
1.55

1.44 1.43 1.38 1.36

0

1

2

0

1000

2000

3000

4000

平成

13

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 令和

元

2 3 4

（％）（人）

（年）
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オ　周産期死亡率の年次推移

カ　乳児死亡数・率の年次推移

3.5 3.3

富士市

1.1 2.3 1.9 1.9

（単位：人・％）

　〇周産期死亡率の推移

（単位：人・％）

年次
平成29

周産期死亡数

(再掲)

早期新生児死亡数

妊娠22週以降の死産数

30 令和元

周産期死亡率
(出産千対)

7 6 4

70 1

2 1

1.6 0.6 4.4 3.8 2.6

資料)静岡県人口動態統計
母子保健の主なる統計

03 0

静岡県

全国

3.2 3.0 3.7 3.5 3.9

3.4 3.2 3.4

4 3

3 1

30 令和元 2
年次

区分
3平成29

乳児死亡数 2 4 3 3 1

1（再掲）新生児死亡数 2 1 1 2

※周産期死亡とは妊娠満22週以降の死産と生後1週未満の早期新生児死亡をあわせ
　たもので、ともに母体の健康状態に強く作用される。

全国

2 3
区分

0.7

1.8 2.0 2.5

1.9 1.9 1.9 1.8 1.7

資料)静岡県人口動態統計
母子保健の主なる統計

1.4 2.0静岡県

富士市

乳児死亡率

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

令

和

元

2 3

富士市 6.6 8.5 5.1 3.6 4.3 6.9 2.3 5.5 3.1 6.2 3 5.9 2.8 2.4 4.4 4.1 2 3.2 1.6 0.6 4.4 3.8 2.6

静岡県 6.4 5.6 4.7 5.2 5.8 5.3 5 4.1 4.4 4.8 3.4 4.2 4.2 3.4 3.9 4.2 3.7 4.1 3.2 3 3.7 3.5 3.9

全国 6 5.8 5.5 5.5 5.3 5 4.8 4.7 4.5 4.3 4.2 4.3 3.3 4.3 3.7 3.7 3.7 3.6 3.5 3.3 3.4 3.2 3.4

0

2

4

6

8

10
（%）
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キ　乳児死亡の死因の年次推移

ク　0～19歳の死因別死亡実数(令和3年)

（単位：人）

3平成29 30 令和元 2

傷 病 及 び 死 亡 の 外 因

感 染 症 及 び 寄 生 虫

症状・微候および異常臨床所見・異常
検 査 所 見 で 他 に 分 類 さ れ な い も の

死
　
因

死　　亡　　数

年次

区分

2 4

1

1

周 産 期 に 発 生 し た 病 態

先天性奇形･変形及び染色体異常

循 環 器 系 の 疾 患

神 経 系 の 疾 患

呼 吸 器 系 の 疾 患

そ の 他 の 新 生 物

そ の 他 の 消 化 器 系 の 疾 患

不 慮 の 事 故

3 1

1 2

2 1 1 1

3

1

資料)静岡県人口動態統計

（単位：歳・人）

合計

2

0 1 2 3 4 5～9
10～
14

15～
19

悪性物(腫瘍) 1

傷病及び死亡の外因

年齢

区分

2 0 0

1

死　　亡　　数

神経系の疾患

循環器系の疾患

周産期に発生した病態

先天性奇形･変形及び染色体異常

死
　
因

1 1

1

51 2

1

0 0 1

1

資料)静岡県人口動態統計

11

11

1
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(４)死亡統計

総数 2,894

ア　死因死亡数の推移

年次

区分

-

順
位

悪 性 新 生 物

10 腎 不 全

9 アルツハイマー病

自 殺 1.7

誤 嚥 性 肺 炎

不 慮 の 事 故

肺 炎 肺 炎

脳 血 管 疾 患

老 衰

心 疾 患

172

77

令和4 令和3

死因 実数 割合

48 1.7

48 1.7

625 21.6

734 25.4

462 16.0

371 12.8

238

自 殺 46 1.7

2.7

2.4

8.2

5.9

100.0 2,732

そ の 他

誤 嚥 性 肺 炎 73 2.7

死因 実数 割合

2

3

4

5

6

7

8

69

50

1

老 衰 289 10.6

脳 血 管 疾 患 237 8.7

100.0

悪 性 新 生 物 742 27.2

心 疾 患 416 15.2

(単位：人・％) 

そ の 他 606 22.2

イ　三大死因による死亡状況（令和4年）

アルツハイマー病 69 2.5

腎 不 全 47 1.7

133 4.9

不 慮 の 事 故 74 2.7

 資料)静岡県人口動態統計

24.6 

23.3 

25.4 

14.8 

14.0 

16.0 

6.9 

8.2 

8.2 

53.7 

54.4 

50.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 国

静岡県

富士市

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 その他
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男

区分
80～50～

年齢
60～

血管性及び詳細不
明 の 認 知 症

大動脈瘤及び解離
3

アルツハイマー病
1

腎 不 全
3

1 1
誤 嚥 性 肺 炎

2

女 3

1 2

自 殺

1,403

1,896

836

1,060

70～0～ 10～ 20～ 30～ 40～ 小計 合計

2,894

1,491

〇死亡数の推移

ウ　年齢別死亡実数（令和4年）

男

女

総　　　数

102 219

2 3 3806

6 21 70 131

67 160

4 16 35 59 227

3 3 7 13 44

1

9 28

607計

95 162 314

男 2 2 5 5

190 420

女 2 7 18 30

1 1

7 110 117

女

5 9

1 0 1

3 5 33 171 213

男

29 56 150 249

女

28 61 107

女 3

1 7

9 245 254

男 1 3

109

女

7

4 16 108 131

男

男

11 14 37

2 7 54 63

男

そ の 他

男

女 1 1

1 4 27 32

悪 性 新 生 物

心 疾 患

老 衰

脳 血 管 疾 患

肺 炎

不 慮 の 事 故

6 29 37

女

2 9

3 28 31

16 18

男

7 20 30

女

8 10

1 1

1

3 13 17

女

男 1 3 3 7 12

1 1 8

女

男

(単位：人)

48

28

39

50

558

 資料)静岡県人口動態統計

256

2,894

734

462

371

238

172

77

69

1 2 11 14

3 7 14

3 26 29

2

26 40

18 83

男 2 1 2

5 7 4 42

女 2

男

女

48

2 3 9 11 44 185

4 20 25 101 147 302

2 2

533 533 522
562

522

615
651

695 690 702 703 681 688 698

772
736

650

758 742 734

255 239 253 248 226
291

257
306 320 310 307 298

373
305

361 385 387
406 416

462

267
218 218

258
230 243 231 253

261 245 235 238
263

235 239 235 249 243 237 238

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30令和元 2 3 4

悪性新生物
心疾患
脳血管疾患
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19.9

24.6

2,732 2,894

(ア)悪性新生物の部位別死亡数の推移

気管・気管支及び肺

胃 98 98 78 79

134 134 125 137 133

60 8.2 10.1 10.6

18.1 18.5

10.1 9.7

肝 及 び 肝 内 胆 管 59 59 45 52 47 6.4 6.0

12.4 10.8 10.2

結 腸 63 63 66 67 70 9.5

膵 64 64 76 77 91

3.5 4.6 4.6

乳 房 26 28 39 27 33 4.5

胆のう及びその他の胆道 30 30 40 25 26

6.1

直 腸 42 30 38 36 43 5.9 4.3 4.1

子 宮 12 12 17 19 16

3.5

食 道 15 8 16 17 15 2.0 2.7 2.8

4.1 4.2

前 立 腺 22 21 25 36 28 3.8 3.5

736 650 758 742 734

部
位
別

悪 性 新 生 物

死 亡 総 数 2,698 2,622 2,676

21.1

1.3 1.3

そ の 他 163 113 154 158 161 21.9 22.0

2.2 2.0 1.9

卵 巣 8 8 5 12 11 1.5

〇悪性新生物の部位別死亡者数の推移

〇悪性新生物の部位別死亡割合比較(令和4年)

年次

区分

(単位：人) (単位：％)

富士市 静岡県 全国

令和4
4平成30 令和元 2 3

- - -

25.4 23.3

資料)静岡県人口動態統計、厚生労働省人口動態統計

134

98

64 63 59

30
42

26 22
12 15

125

78 76
66

45 40
30 28

21
12 8

132

87

72
78

51
44

38 39

25
17 16

137

79 77
67

52

25
36

27
36

19 17

133

60

91

70

47

26

43
33 28

16 15

0
20
40
60
80

100
120

140
160

気
管
・

気
管
支
及
び
肺

胃 膵 結
腸

肝
及
び
肝
内
胆
管

胆
の
う
及
び

そ
の
他
の
胆
道

直
腸

乳
房

前
立
腺

子
宮

食
道

（人）

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

18.1 

8.2 

12.4 

9.5 

6.4 

3.5 

5.9 
4.5 3.8 

2.2 2.0 

18.5

10.1
10.8 10.1

6
4.6 4.3 4.1 3.5

2 2.7

19.9 

10.6 10.2 9.7 

6.1 
4.6 4.1 4.2 3.5 

1.9 
2.8 

0

5

10

15

20

25

気
管･

気
管
支
及
び
肺

胃 膵 結
腸

肝
及
び
肝
内
胆
管

胆
の
う
及
び

そ
の
他
の
胆
道

直
腸

乳
房

前
立
腺

子
宮

食
道

（％）

富士市 静岡県 全国
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合計80～ 小計0～ 10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～

(イ)部位別・年齢別死亡実数（令和4年） (単位：人)

7 18 30 95

1 1 6 21

70～

1 3 13 39 100 226

5

2 6 12 21

314

734

男 1 4

計

男

女

352 734

190 420

162

70 131

2

女 1

38 100

19 33

15 21

133

15 39
60

9

男 1 10 13

18 39

女

47
女 2 4

1 1 8 16 26男

30 43

男

5 14 27
70

女

男 4 4

2 10

直腸・Ｓ字結腸
男

2 6

27 48

気管・気管支及び肺

胃

肝及び肝内胆管

結 腸

膵 91
女 1 4 16

3 8 13 19 43

1

悪 性 リ ン パ 腫

男

26
女

乳 房
男

前 立 腺

4 9 9 31

1 1 2
33

女 1

3 16
43

女 1 3 9

1 3 5 11 7

3 3 11 17

15

胆のう及びその他
の 胆 道

男

4 7 17 28

7 91 1

子 宮

膀 胱

男

16
女 1 2 2 7

男

3 11 15男

15
女

28
女

1 8 6

1

白 血 病

2 3

18
女

2 11
卵 巣

男 1

男

1 1

男

11
女 1 1 2

24
女

2

24
女 5

2 4

5 3 4 14

1 11 12

1 1 8 12

4 9

食 道

口唇･口腔･咽頭

男 1

6
女

その他のリンパ組
織 ， 造 血 組 織

中 枢 神 経 系 7
女

1

男 1

2 1 2 5

1 2

1 1

1 1 3

3

皮 膚

18
女 1

1 1 5 7 14

1 1
1

女

男

男

2 1

3喉 頭
男

女

2 1 3

部
　
　
　
位
　
　
　
別

悪性新生物

年齢

区分

資料)静岡県人口動態統計

2 1 10 15 28

6 10 13 32
60

女

0

そ の 他
男

3 4

1

4 16

27
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(５)医療機関及び医療従事者数

イ　病床数(令和4年10月1日現在)

ウ　医療従事者(令和4年12月31日現在)

（単位：施設）ア　医療施設数(令和4年10月1日現在)

病院

静岡県

全国 1,056

31

施設数
人口
10万対

84.2

77.1

施設数
(有床)

(5,958)

105,182

(158)

2,761

(14)

182
72.9

人口
10万対

人口
10万対

1.2

施設数

3 94.8

3.9

7,100 5.76.5

4.7

8,156

170

12

139

富士市

人口
10万対

493

64.4

46.1

197.6

48.7

54.2

総数 精神 一般
一般診療所 歯科診療所

施設数

67,755

1,743

124

人口
10万対

49.7

0.9

0.8

施設数
人口
10万対

3.6

1,012.6

1,492,957

36,273

2,323

実数

1,194.9

人口
10万対

実数

6,501 181.5

321,828

実数

584.7

1256

資料)医療施設調査「医療施設動態調査」

静岡県

全国

精神病床 結核 感染症 一般病床

人口
10万対

実数

（単位：床）

257.6

富士市

病院

一般診療所再掲
総数

930.9

（単位：人）

医師 助産師保健師歯科医師
准看護師

人口
10万対

423
889.6

462

2,220
84 33.7 57 22.8

実数 実数
人口
10万対

資料)医療施設調査「医療施設動態調査」

実数

10

96

3,863 886,663 709.61,909

48

50.11,155 462.8

20,944

80,436

1,653

実数
人口
10万対

60,299 48.3 38,063

看護師

人口
10万対

66.5

66.2

84.2

実数
人口
10万対

人口
10万対

169.5

238.3

274.7

実数

166

2,371

実数

52.8

185.1
富士市

※ 隔年報(統計は12月末)。看護師は准看護師を含む。

※ 静岡県及び全国は、厚生労働省「衛生行政報告例」及び「医師・歯科医師・薬剤師調査の概況」の数字。富士市
は、富士市統計書からの数字。

静岡県

全国

1,085 30.3

30.5

1,891

203.5

1049.8

155.8

1003.7

254,329

1,311,687

5,581

35,953
8,535

343,275 105,267
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